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4　参考資料

　加入案内の資料について

1 町会・自治会への加入案内の資料について
　町会・自治会への加入案内の資料を用意すると、活動内容を分かりやすく説明できるほか、
訪問した際にあまり時間をとってもらえない場合に役立ちます。
　また、直接会うことが難しい場合には、集合ポストなどを利用します。

　ア　加入案内用の資料を作成する

種類（例） 挨拶文、加入案内チラシ、加入申込書

内容 ・写真やイラストを使い、町会・自治会の雰囲気や活動の内容が伝わるように
します。

・加入申込書は、個人情報への配慮についても書き添えておきます。
・FAXやメールなどでも加入申込みができるようにすると、時間帯が合わない
人でも、申込みがしやすくなります。

　イ　すでにある資料で説明する

種類（例） 総会資料、広報誌（町会だより等）、行事予定表

内容
・総会資料は、事業計画によって活動内容を説明できるほか、決算書（予算書）
で会費の使途を説明することができます。

・広報誌（町会だより等）は、日ごろの活動を説明することができます。

　ウ　その他の資料を活用する

種類（例）
区で作成しているチラシやリーフレット（→14ページ参照）
わたしの便利帳、資源・ごみの分け方と出し方

　エ　加入案内資料に関する注意事項
　資料が多すぎるとかえって読んでもらえなくなることもあるので、相手に応じて必要なもの
を渡すようにします。

【記載する内容（例）】
　町会・自治会の概要（区域、会費など）
　活動内容、年間行事予定、特徴、アピールポイント
　加入申込先（連絡先）



19

集
合
住
宅
の
種
類
別
・
状
況
別
の
働
き
か
け
の
内
容

入
居
者
へ
の
加
入
促
進

練
馬
区
な
ど
の
取
り
組
み

参
考
資
料

2 挨拶文、チラシ、リーフレットの例
　【挨拶文の例】
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[春日町町会]

[大泉町二丁目町会]

【チラシの例】
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[栄町町会]　※「地域の課題解決プロボノプロジェクト」（→15ページ参照）活用

【リーフレットの例】

・「町会って一体何をしているのですか」とよく質問されるため、加入案内時に町会の活
動をまとめたものを持参し、町会活動や行事を紹介している。

・引っ越してきた方を訪問する時に、練馬区の「資源・ごみの分け方と出し方」の冊子を
持参して話を進めたことで、加入してもらった例がある。

・区が作成しているリーフレット（「町会・自治会に入ろう！」）を
　渡して説明すると、「区も加入を勧めているのですね」と言って
　加入してくれた。

加入促進
の

知恵袋
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　町会・自治会の取り組み紹介

1 管理組合や管理会社へ粘り強くアプローチ！　～立野町会～
　立野町会について
　立野町会の区域は、町内を南北に走る吉祥寺通り沿いを中心に、集合住宅が数多く建っていま
す。集合住宅の割合は増加しており、また、比較的ファミリータイプの集合住宅が多い傾向にあ
ります。

　管理組合などを直接訪問するなどして加入を呼びかけ
　町会加入への働きかけは、できるだけ早い段階から動く必要があると考えています。マンショ
ンなどの建築計画が把握できた時点で、建築会社や開発会社などに連絡し、町会活動を説明した
上で、協力をお願いしています。また、管理組合が設立された後は、管理会社を訪問し、町会加
入について管理組合へ話を通してくれるよう働きかけています。
　入居してから時間が経つにつれ、働きかけを行っても反応が鈍くなっていきますが、根気よく
勧誘することが大事だと考えており、定期的に手紙を送るなど連絡をするようにしています。
　未加入世帯への働きかけは、戸建て・集合住宅の区別なく、地域別に担当を決めて行っていま
したが、集合住宅に関しては担当を一本化した方が効率的であると考え、集合住宅担当を設けて
います。
　現在では、町会員の約４割が集合住宅の入居者となっており、継続した働きかけの結果だと考
えています。

　年に１回、未加入世帯にポスティング
　戸建て住宅も含め、年１回、未加入世帯に対する加入案内のポスティングも実施しています。
以前は文字だけのものでしたが、写真があった方が町会活動が分かりやすいと考え、新たに写真
入りのものを作りました。
　一人暮らしの学生にも加入の案内をしており、学生の場合は年会費を一般会員の半額（600円）
にしています。

町会活動の案内



23

集
合
住
宅
の
種
類
別
・
状
況
別
の
働
き
か
け
の
内
容

入
居
者
へ
の
加
入
促
進

練
馬
区
な
ど
の
取
り
組
み

参
考
資
料

2 専任の会員勧誘担当を設けたことで、集合住宅の加入を促進
～石神井会～

　国勢調査がきっかけ
　以前は集合住宅の入居者に対して積極的に加入を呼びかけていませんでしたが、平成27年度
の国勢調査の際に地域に集合住宅が多くあることが分かり、集合住宅の入居者にも仲間になって
もらおうと積極的に働きかけるようになりました。

　専任の勧誘担当を設けて積極的にアプローチ
　新築の戸建て住宅および集合住宅に係る加入の働きかけは、管理組合、管理会社、入居者など
対象の区別なく、専任の勧誘担当が行っています。
　新築の集合住宅の場合は、完成時に管理会社に連絡をして、協力を依頼しています。協力を得
られた結果、全戸加入および会費の一括納入につながったことがあります。
　既存の集合住宅の場合は、フットワーク軽くアプローチを続けることを心がけています。管理
組合の役員は定期的に変わるため、そのタイミングであらためて勧誘すると対応が変わることも
あります。また、社宅で行っている月１回の清掃活動に参加させてもらい、お手伝いしながら勧
誘するなど、入居者が集まる機会があると、その場に出向いて勧誘するようにもしています。
　入居者を戸別訪問して勧誘する際は、町会活動を紹介するチラシを持参し説明します。子育て
世帯に説明する際には、毎月１回、小学生を安全・安心パトロールカーに乗せて行うパトロール
やもちつき大会などについて触れるようにしています。最近はオートロックの建物も多くなって
いますが、管理人などに協力をお願いして、なるべく直接会って説明するようにしています。

勧誘にあたっての基本姿勢
・最初に近所の町会役員（班長）であることを明らかにし、親しみをもって、町会が歓迎している
ことを伝える。新たに引っ越してきた方には、まず「お引っ越しおめでとうございます。これか
らよろしくお願いいたします」から始める。

・町会活動の案内チラシを持参し、ごく簡単に勧誘する。近所の方も多く加入していることや、防
犯パトロールや防災訓練、もちつきなどを実施していることを伝える。

・加入の意思が分かればなるべくその場で町会費を集金し、加入してもらうようにしている。電話
やメールでも受け付けできるよう、チラシにもその旨記載している。

・回覧板は、一棟加入の場合は集合住宅の掲示板に貼ってもらったり、一部世帯のみ加入の場合は
メールで送ったりもしている。
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3 防災訓練などの取り組みを通して既存分譲マンションの全戸加入を実現！
～関町南北町会～

　関町南北町会について
　関町南北町会は、地域に３つある防災会等と連携し、防災訓練や防災体験学習会の実施、スタ
ンドパイプの計画的な配備など、防災活動に力を入れています。現在では、町会や防災会だけで
なく、近隣の介護施設や病院、ボランティア団体などと「関町防災ネットワーク」も立ち上げて
います。

　まずは防災活動での連携から
　令和元年度に当時築18年の分譲マンション（100戸）が全戸加入しました。管理組合の理事
長等と会って町会活動について説明する中で、東日本大震災以降、管理組合内でも防災への取り
組みに関心が高まっているとのことだったので、「まずは防災活動を一緒にやりませんか」と働
きかけを行いました。当時、防災体験学習会と安否確認訓練の実施が近かったことから、この２
つの行事への参加を勧めたところ、防災体験学習会には管理組合理事長や副理事長などにご参加
いただき、安否確認訓練はマンション全体として参加いただけることになりました。安否確認訓
練に使用する「無事です」ボードの作成に係る費用は町会が負担しましたが、この２つの活動へ
参加いただいた結果、全戸加入につながりました。

マンション入居者への安否確認訓練のお知らせ
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　その他の取り組み
　マンションの一括加入を促進するため、一括加入の場合の集合住宅入居者の町会費の金額につ
いて見直しも行いました。

【見直し後の年会費】

区分 年会費

戸建て住宅 １世帯 1,000円

集合住宅
一括加入 １世帯 600円×戸数

個別加入 １世帯 1,000円

　また、町会加入のメリット・デメリットを記した文書を作成し、定期的にマンションの管理組
合などに送付し、働きかけを行っています。

管理会社・管理組合への挨拶文
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4 賃貸物件の全戸一括加入への取り組み　～北町一丁目二部町会～
　戸建て住宅の会員減少をきっかけに集合住宅への取り組みを強化
　平成27年度の国勢調査によると、町会のある北町１丁目は集合住宅に住む世帯の割合が７割
を超えており、練馬区全体の平均よりも高くなっています。
　北町一丁目二部町会では、集合住宅に住む世帯が増加傾向にあり、また、戸建て住宅の会員が
減少してきたことをきっかけに、５年程前から集合住宅の加入促進に力を入れてきました。
　集合住宅に住む単身世帯の場合、町会活動に活発に参加してもらうことは難しいですが、町会
に加入することで、地域の一員として親睦を深めてもらうことが大切だと考えています。

　賃貸マンションやアパートのオーナーなどに加入を働きかけ
　賃貸マンションやアパートが全戸一括加入する場合、会費も一括して納めてもらえることか
ら、会費を大幅に減額し、加入しやすくしています。その代わりに、慶弔費の支給はせず、回覧
板も回していません。

【年会費】

区分 年会費

戸建て住宅 １世帯 3,000円

集合住宅
一括加入 １世帯 600円×戸数

個別加入 １世帯 3,000円

　また、集合住宅のオーナーなどに送付する挨拶文を戸建て住宅などの勧誘用とは別に作成して
いるほか、町会活動を紹介するチラシを併せて配布するなどして、働きかけをしています。

町会活動を紹介するチラシ


